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研究成果の概要（和文）：本研究では、構文理論および用法基盤モデルに基づき、コーパス分析を通して、「語彙と構
文彙」両者の統合的知識を理論的かつ実証的に探究した。「構文彙」は、“constructicon” (Fillmore) の本研究課
題における邦訳術語である。代表的事例研究として、(1)英語と日本語の分離動詞、特にBREAK CUT、こわす、切る、わ
る、おる等の項構造構文の字義的意味、及び比喩的意味拡張を分析した。 (2)条件構文における語彙と構文の分析や、
(3)引用助詞「と」が標識する「語彙と構文彙」を分析した。これらに基づき、第一言語・第二言語習得においても「
語彙と構文彙」統合的知識の習得に関する研究を進めた。

研究成果の概要（英文）：The integrated study of "lexicon and constructicon" has explored the interplay bet
ween the lexicon and grammatical constructions, examining a set of lexical items and the grammatical const
ructions in which these lexical items participate. The term "constructicon (Fillmore et al. 2012) refers t
o a language's inventory of constructions (analogous to lexicon). 
To this end, drawing on various corpus data as well as considering theoretical issues, representative empi
rical analyses have been carried out, including (1) verbs of separation in English (cut, break, etc.) and 
Japanese (kowasu, kiru, waru, oru, etc.), and the frames that there lexical items evoke and argument struc
ture constructions featuring these lexemes (Fujii et al. 2013a, 2013b); (2) grammatical constructions and 
the lexicon involved in conditionals (Fujii 2013a, 2013b); and (3) various types of TO quotative construct
ions in Japanese and the lexemes that evoke the constructions (Fujii 2010, 2011, 2012, in press 2014, etc.
). 
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様 式 Ｃ‐１９、Ｆ‐１９、Ｚ‐１９（共通） 

１．研究開始当初の背景  
 本研究は、構文理論（ Construction 
Grammar: Fillmore 1988, 1989, Fillmore, Kay & 
O’Connor 1988, Goldberg 1995, Kay & Fillmore 1999, 
Michaelis & Lambrecht 1996, Östman & Fried 2004, 
etc.） 及び、同様に「構文」という概念・単
位を軸にする用法基盤モデル（Usage-based 
Model: Langacker 2000, Kemmer & Barlow 2000）に
おける言語観・文法観に基づく。語彙知識と

構文知識との連続性を重視し、言語の規則的

な部分と構文項目ごとに個別的・定型的な部

分との両者に着目する。また、言語使用・用

法に依存した文法化を捉える。 

 本研究開始当初までに、構文理論・用法

基盤モデルに関して、自ら行う日英語構文の

分析に加え、総説・解説論文を執筆し(藤井

2001, 2003 等)、同理論的アプローチでの言

語獲得論の総説を執筆し (藤井 2001, 2002

等)、さらに、国際学会や学会シンポジウム

での招待講演(国際構文理論学会 2005 等)や、

国際学会の企画・運営を行い、国際的連携で

の研究活動を行ってきていた。 

 語彙知識と構文知識との統合を重視する

これらの視座は、子供の言語獲得でも重要

であることが示されている (Tomasello 
2001; Goldberg 2006; 藤井 2002,)。 
  構文理論の語彙部門は、同じくフィルモア

氏が提唱してきたフレーム意味論(Fillmore 

1982、1999, etc.) において研究が進められ

てきており、フレーム意味論に基づく英語の

語彙情報資源が、フレームネット(FrameNet)

プロジェクトにおいて構築されてきた。研究

代表者はこれまでに、フレーム意味論・フレ

ームネットに関する総説 (藤井＆小原 2003)

を執筆し、バークレーのフレームネットプロ

ジェクトと密接な共同研究を継続してきた。

さらに、日本語において同様の語彙情報資源

を構築するための日本語フレームネット（研

究代表者：小原京子）に参与し、国立国語研

究所が主導指揮する特定領域研究『日本語コ

ーパス』でもメンバーとして研究活動を行っ

てきた。これらの先行する共同研究活動にお

いて、適切かつ有益な連携共同体制が築かれ

ているとともに、これらの先行共同プロジェ

クトを通して、構築における(精緻な統一的

アノテーション等が)困難な点や不足してい

る言語分析領域（語彙・構文等）が明確に把

握できるようになってきた。本研究課題での

研究では、まさにこれらの先行共同プロジェ

クトにおいて困難であることが明確になっ

た残された問題・言語現象に焦点をあてた。 
 

２．研究の目的  
 本研究では、構文理論および用法基盤モ

デルに基づき、言語知識における「語彙」

知識と「構文」知識とを乖離した知識と見

なさず両者の統合現象に着目し、言語使

用・言語獲得・学習のコーパスデータを用

いた分析を通して、「語彙と構文」両者の統

合的知識を理論的かつ実証的に探究した。   

 本研究では、構文知識に関して、（語彙知

識同様に）構文間の繋がり・関係に着目し、

構文の有機的集合体を捉える。本研究課題

「構文理論・用法基盤アプローチによる語彙

と構文彙の統合的研究」における「構文彙」

という用語は、 Fillmore (2006), Fillmore, 
Lee-Goldman, & Rhodes (2010) が、構文の有機
的集合体（語の集合体としての「語彙」概念

同様））に関して提唱した“constructicon”の、
本研究課題研究代表者による日本語訳での

術語である（藤井 2010等参照）。 

 本研究のこの全体構想の中で軸となる目

的は以下である： 

目的 1. 「語彙と構文」の統合的知識を分析

し解明するための理論的考察を深めつつ、コ

ーパスデータを用いて、日本語における「語

彙と構文」両者の統合的知識を分析・記述す

る代表的事例研究を行うこと；  

目的 2. 構文知識に関して、構文間の関係を

分析し明らかにし、構文の有機的集合体を分

析・記述すること； 
「語彙と構文彙」の事例研究に基づき、「語彙

と構文彙」統合知識の類型を探求しつつ、「語

彙と構文彙」記述・分析のデザインを考案

すること； 

目的 3. 「語彙と構文彙」統合的知識の習得・

学習に関する事例研究を、子供の第一言語

獲得、及び、第二言語としての日本語習得に

おいて行い、「語彙と構文」統合的知識を動

的に捉え実証的に考察すること、である。 

 目的１に関しては、特に(A) 動詞や形容詞

等述語の項構造構文, (B) 「支援動詞構文」,

等における動詞と名詞句の慣用的連結、(C) 

節接続構文（特に、引用構文や条件等）, に

おいて「語彙と構文」の事例研究を展開した。

目的２・目的３は、目的１の分析に基づき進め

た。 

  

３．研究の方法  
上記「研究の目的」欄で述べた目的を遂行す

るために、理論的考察を深め分析の枠組みを

明確化しつつ、目的１の具体的な目的として



挙げた事例研究課題を中心に、『現代日本語

書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）』（国立国

語研究所）を主に用いて、「語彙と構文」の

分析・記述を進めた。大規模の書き言葉コー

パスを用いた分析に加え、話し言葉のデータ

（研究代表者が先行研究において収集・構築

した会話コーパス・語りコーパス；日本語話

しことばコーパス（国立国語研究所）；テレ

ビ番組・ニュースの録画データ）の分析も行

い、書き言葉と話し言葉両者の違いも考慮に

いれた。 

 「語彙と構文」のそれぞれの対象現象に関

して、コーパス分析を行った上で（目的１）、

代表的用例に語彙・構文情報のアノテーショ

ンを付与し、語彙群および構文群の分類を作

成するとともに、構文間の関係を分析し、構

文彙 “constructicon”の雛形を考察した（目
的２）。これらの研究を進める上で、カリフ

ォルニア大学バークレーの国際情報学研究

所において構築された英語の FrameNet語彙

情報資源に加え、同研究所で構築中の構文彙 

“constructicon”を参照し、日英語の比較対照
を射程に入れつつ、日本語を中心に分析を行

う。また日本語フレームネットで構築中の語

彙情報資源との連携を保ちつつ、構文彙 

“constructicon”の言語学的分析を進めた。 

 目的１・目的２で分析・記述する「語彙と

構文」事例に焦点を合わせて、目的２の習

得・学習の分析を進めた。１・目的２での事

例分析に即し、その知見を援用して、目的３

を進めた。 
 

４．研究成果 

「語彙と構文」の統合的知識を分析し解明す

るための理論的考察を深めつつ、コーパスデ

ータを用いて、日英語における「語彙と構文」

両者の統合的知識を分析・記述する代表的事

例研究を行った。 

 代表的事例研究として、(1)英語と日本語
の分離動詞、特にBREAK CUT、こわす、切
る、わる、おる等の項構造構文の字義的意

味、及び比喩的意味拡張を分析した。 (2)
条件構文における語彙と構文の分析や、(3)
引用助詞「と」が標識する「語彙と構文彙」

を分析した。(4) これらに基づき、第一言語
獲・第二言語習得においても「語彙と構文」

統合的知識の習得に関する研究を進めた。 

 (1) フレーム意味論と構文理論に基づく語

彙意味論・項構造構文の分析として、英語と

日本語におけるに分離動詞の研究を展開した。

特にBREAK CUT「こわす」「 切る」「わる」

「おる」等の語彙の形成する構文を分析し、

まず、（1A）字義的・物理的意味の分析し、

さらに（1B）比喩的意味拡張の分析を進めた。

この一連の研究は、分離の意味範疇を射程と

する多義性の分析であり、類義語の分析であ

る。またそれらの日英語対照である。同時に、

マックスプランク心理言語学研究（オランダ）

で行われた多くの言語の類型論的実験研究を

参照点として考察しつつ進めたため、日本語

日英語対照）の分析から類型論的研究に資す

る研究成果・論考も得ることができた。 

 (1A) 字義的・物理的意味の分析に関して、

Conceptual Structure, Discourse, and 

Language において、発表した（Fujii et al. 

2012）。この研究成果が出版に至った（Fujii 

et al.2013）.さらに、（1B）比喩的意味拡張

の分析の成果を、国際認知言語学会（カナダ・

アルバータ, 2013年6月）にて発表した。 

  (2)節接続構文の語彙と構文の分析に関し

て、構文理論国際学会（2012, 8月韓国ソウル）

や国際語用論学会(2011年7月イギリス・マン

チェスター)等において、 条件構文の多機

能性や語彙との関連等を発表した。さらに、

語彙と構文の分析の観点から、特に発話動詞

と共起する条件構文に着目し、談話標識とし

て用いられる条件構文を分析した。この研究

成果を、国立国語研究所「コーパス日本語学

ワークショップ」(2013年9月)で発表し論集で

公開した。さらに、発展的研究成果を『言語、

情報、テクスト』等で刊行した。 また、非内

容的条件構文に関しての研究の成果を、国際

言語学者会議 (2013 7月, スイス ジュネー

ブ)で発表した。 

 (3) 引用助詞「と」が標識する「語彙と

構文彙」を、大規模均衡コーパスを用いて展

開した。その分析の成果の一部を『「現代日

本語書き言葉均衡コーパス」完成記念講演

会論文集』(2011)や、藤井(2010)(2010)等で
成果の一部を発表した。また、英語でも、国

際学会、構文理論国際学会（2010,9月チェコ、

プラハ）や Japanese/Korean Linguistics学

会(2012, NINJAL,東京)等において、発表した。

その一部用法に関して、Japanese/Korean 

Linguistics Volume 22において公刊される

Fujii（in press 2014）の校閲を済ませた。 

 さらに、(3)との関連で、 in that構文の分

析を行い（Lee-Goldman & Fujii）、英語のadjunct

の項構造構文との関係の分析を進めた。同時

に、「語彙と構文彙」の統合的知識を分析

するための理論的考察にも繋げた。 



 (4)第一言語獲得・第二言語習得においても、

研究室の博士論文・修士論文として「語彙と

構文」統合的知識の習得・学習に関する事例

研究を進めた。（該当分野で修士論文が７編修

了；博士論文が２編修了、博士論文５編進行

中）。日本語教育においても、日本語教科書（中

級から上級）『Active Learning in JSL テー

マで考え議論する日本語』（藤井編著）のテク

ストを用いて「構文と語彙」の教材開発を行

い、既存の教科書や分析で十分記述されてい

ない構文の分析と「構文彙」の構築を進めた。 
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